
 

1 

 

プレスリリース 

2016 年 10 月 28 日（金） 

株式会社 北洲 －住み継がれて、風景になる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

住宅メーカー・建設資材販売の株式会社北洲（本社：宮城県富谷市、代表取締役社長：村上ひろみ）は、

最新技術の粋を集め、快適・健康・省エネを実証する住宅「プレミアムパッシブハウス」（以下 PPH）を、

2016 年 10 月 31 日（月）より宮城県仙台市泉区紫山に建設します。 

 

当社は、省エネルギーに加え、住宅の本質である居住者の「快適・健康」を最優先した住まいの普及を

目指しています。PPH では、機械設備に過度に頼ることなく、建築的な観点である「断熱」「蓄熱」「遮

熱」を通じて理想の温熱環境を実現します。断熱には、世界最高水準※1の BASF 社（本社：ドイツ ルー

トヴィッヒスハーフェン、CEO：クルト・ボック）製の無機系断熱材「SLENTEX®（スレンテックス）」

などを使用することで、業界トップレベルの断熱性能である UA 値（外皮平均熱貫流率）0.23W/㎡ K を

実現しています。また、室温を一定に保つ働きをする潜熱蓄熱内装塗り壁材「エコナウォール 25」や、

冬期日射取得と夏期遮熱を兼ね備えた窓「パッシブフェンスター」を採用します。 

 

日本では、経済産業省が 2020 年までに新築戸建住宅の過半数で ZEH※2を実現することを目標に普及

に向けた取り組みを行っています。他方、世界的にはドイツのパッシブハウスやスイスのミネルギーハ

ウスなど、日本よりもはるかに厳しいエネルギー基準が存在し、断熱性の向上を主とした建物全体にお

ける温熱環境が重要視されています。 

 

当 PPH の性能評価は、快適性・健康性・経済性・省エネ性の観点から「ZEH Ready40」「Fuel Poverty0」

「Asset Value30」という 3 つの達成基準を元に行ない、環境負荷低減に加え、長期視点での経済的負担

の低減と、資産価値を維持できる住まいをお客様に提供します。竣工後は、東北大学と協働で温度や消費

電力などの環境測定を行ない、2017 年 1 月に構造見学会を、3 月には完成見学会を実施する予定です。 

 
※1 SLENTEX®は、無機系断熱材の中で世界最高水準の性能を有する断熱材です。（2016 年 10 月時点、BASF 社調べ） 

※2 ZEH（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）：「快適な室内環境」と、「年間で消費する住宅のエネルギー量が正味で概ねゼロ以下」を
同時に実現する住宅（経済産業省の定義） 

「プレミアムパッシブハウス」完成予定パース 

断熱・蓄熱・遮熱技術を採用した 

実証住宅『プレミアムパッシブハウス』を仙台市に建設 

～快適・健康・省エネの視点から、東北大学と協働で環境測定を実施～ 

 



2 

 

■ PPH３つの達成基準 

PPH では、快適性・健康性・経済性・省エネ性の観点で、下記の達成基準を設けています。 

１．ZEH Ready 40 

建物の外皮性能（断熱性）を高めることで、省エネルギーを実現します。BEI※3 0.4 以下となるように

設計し、住宅において消費するエネルギーを大幅に削減します。 

※3 BEI；設計一次エネルギー消費量／基準一次エネルギー消費量（その他のエネルギーを除く） 

２．Fuel Poverty 0 

イギリスなどでは年金・収入の 10%以上が光熱費に使われてしまう世帯「Fuel Poverty（燃料貧困）」

が問題視されていることから、日本においても光熱費が年金収入の 5%以下※4になるようなエネルギー

設計を行ないます。※4 モデルケース（夫婦二人、厚生年金＋国民年金）にて試算。 

３．Asset Value 30 

設備に頼り過ぎると維持・交換費用が膨大になる可能性があるため、長期に渡り省エネ効果が持続する

部材や経年による劣化が少ない部材選びの視点を持ち、30 年間のコストを試算のうえ、省メンテナン

スで快適性が続く住宅を提案します。 

 

 

■ PPH の特長 

１．パッシブデザイン（自然エネルギーを取り入れた設計手法） 

深い軒：シンプルな大屋根デザインで深い軒をつくり、日射取得、遮熱、雪除けの役割を果たします。 

戸外室：深い軒下空間にできる戸外室は、緑を楽しむことができ、外と内をつなぐ空間です。 

平面形状：風をキャッチしやすい形状とし、風の道をつくります。 

窓：日射取得と遮熱は、建物形状に加え、窓ガラスと部材（遮熱網戸・ブラインド）でコントロール

します。 
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２．「断熱」「蓄熱」「遮熱」部材 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ PPH の概要 

建築主 株式会社 北洲 

建築地（地番） 宮城県仙台市泉区紫山 1 丁目 82 番 2 

構造・階層 木造枠組壁工法（外壁ツーバイシックス）・2 階建 

建築面積 84.22 ㎡（25.42 坪） 

延床面積 144.04 ㎡（43.48 坪） 

設計・施工 株式会社 北洲 

環境設計監修 室内気候研究所 主席研究員 石戸谷 裕二（工学博士） 

環境測定協力 東北大学大学院工学研究科 小林 光（工学博士） 

工期予定 2016 年 10 月 31 日～2017 年 3 月上旬予定 

 

■ PPH サイト 

http://www.hokushuhousing.co.jp/lp/passivehouse/ 

【潜熱蓄熱材】エコナウォール 25 

日射熱や夜間冷気を蓄えることのできる内装

塗り壁材です。 

カプセルに内包された潜熱蓄熱材（PCM）が吸

熱・放熱を繰り返すことで、室内の温度変化が

緩やかになるため、快適性が向上します。 

【断熱材】SLENTEX®（スレンテックス） 

外壁断熱材として採用した SLENTEX®は、住

宅性能の高いドイツで開発された無機系断熱材

で、高い耐熱性と耐火性、一般的なグラスウー

ルの約 2 倍の断熱性を有します。住宅向け断熱

材としては、アジアで初めての採用となります。 

 

【日射取得窓+遮熱部材】パッシブフェンスター 

日射取得型ガラスの木製窓や樹脂窓を採用し、

冬期の日射を有効活用する一方で、遮熱効果の

ある網戸または外付けブラインドを併用し、夏

期は窓の外側で日射を遮ります。 

 樹脂窓＋遮熱網戸 

木製窓＋外付けブラインド 
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■ 会社概要 

商号 ： 株式会社 北洲 

設立 ： 1968 年 11 月 （創業 1958 年 3 月） 

本社 ： 宮城県富谷市成田 9 丁目 2-2 

代表 ： 代表取締役社長 村上 ひろみ 

URL ： http://hokushu.net 

事業内容： 建設資材販売、新築・リフォームの設計施工、不動産流通、 

ドイツ・アルセコ外断熱システムの日本総代理店 

受賞歴 ： 第 1回環境・省エネルギー住宅賞「建設大臣賞」受賞（1993年 2月） 

   第 20回日経ニューオフィス賞受賞 (2007年 8月) 

   ハウス・オブ・ザ・イヤー・イン・エレクトリック 2010 ダブル受賞 (2011年 1月) 

   低炭素杯 2015「LIXIL最優秀家庭エコ活動賞」受賞 (2015年 2月) 

   ジャパン・レジリエンス・アワード「最優秀レジリエンス賞」受賞 (2015年 3月) 

 

■ PPH に関するお問合せ 

 ＜一般のお客様のお問合せ＞ 

株式会社 北洲 ハウジング事業部 担当：藤野 

  TEL 022-348-3672 FAX 022-348-3934 

＜報道関係者の方のお問合せ＞ 

株式会社 北洲 ブランドマネジメント室 志村 

TEL 022-348-3672 FAX 022-348-3934  


